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第
三
章
「康
子
内
外
篇
』
の
秩
序
観
こ
こ
で
再
び
康
有
為
の
思
想
内
容
に
立
ち
返
り
、
以
下
と
く
に
そ
の
秩
序
観
を
中
心
に
検
討
を
す
す
め
た
い
。
1
:
一［
:
理
さ
て
、
康
の
い
う
「理
」
と
は
、
買
諠
調
う
、
君
臣
を
立
て
上
下
を
尊
ぶ
は
、
此
れ
天
の
爲
す
所
に
あ
ら
ず
、
乃
ち
人
の
設
く
る
所
な
り
、
と
。
故
に
理
と
は
、
人
理
な
り
。
（理
氣
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
「天
」
の
名
に
よ
る
政
治
的
支
配
関
係
（君
臣
・
上
下
）
の
絶
対
化
を
否
定
し
、
そ
の
人
為
的
相
対
性
を
聞
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
理
に
対
す
る
こ
う
し
た
認
識
の
根
底
に
は
、
中
國
の
俗
、
君
を
尊
び
て
臣
を
卑
み
、
男
を
重
ん
じ
て
女
を
輕
ん
じ
、
良
を
崇
び
て
賤
を
抑
え
る
、
所
謂
る
義
な
り
。（人
我
篇
）
と
い
い
、
ま
た
易
に
日
わ
〈
、
人
の
道
を
立
つ
、
仁
と
義
と
日
う
（新
場
」説
）と
。
董
子
日
く
、
仁
と
は
、
人
な
り
、
義
と
は
、
我
な
り
（臨
-
解
法
）と
。
是
れ
則
ち
兼
愛
と
は
、
仁
の
極
な
り
。
爲
我
と
は
、
義
の
極
な
り
。
…
…
故
に
仁
は
數
施
を
主
と
し
、
人
に
就
き
て
言
う
。
義
は
裁
制
を
主
と
し
、
我
の
爲
に
し
て
言
う
。
（人
我
一
爲
）
．
と
い
い
、
更
に
、
人
事
の
義
は
、
張
弱
の
み
。
力
を
以
て
張
弱
と
爲
す
有
り
、
智
を
以
て
張
弱
と
爲
す
有
り
。
富
貴
貧
賤
の
相
役
す
、
大
小
上
下
の
相
制
す
、
衆
寡
健
贏
の
相
乘
ず
る
、
斯
れ
所
謂
る
力
を
以
て
張
弱
と
爲
す
な
り
。
（勢
一祖
篇
）
と
い
う
よ
う
に
、
君
臣
、
夫
婦
間
な
ど
に
お
け
る
礼
的
上
下
差
別
秩
序
=
「義
」が
、
欲
求
充
足
・
自
己
保
存
=
「爲
我
」と
「力
」
関
係
に
お
け
る
強
弱
と
を
究
極
的
な
成
立
契
機
と
す
る
こ
と
へ
の
冷
徹
な
洞
察
が
あ
っ
た
。
更
に
は
、
o
習
俗
既
に
定
ま
り
て
以
て
義
理
と
爲
る
、
今
日
に
至
り
て
は
、
-
臣
婦
の
道
、
抑
の
極
、
此
れ
恐
ら
く
は
義
理
の
至
り
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
亦
た
風
氣
然
ら
使
む
る
の
み
。
（人
我
篇
）
'
康
有
為
「康
子
内
外
爲
」
の
思
想
史
的
意
義
- 3
東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
o
-
義
禮
信
は
、
定
め
無
き
者
な
り
。
（仁
智
浦
）
と
あ
る
ょ
う
に
、
義
理
が
そ
も
風
俗
習
慣
、
い
い
か
え
れ
ば
時
勢
や
民
心
の
動
向
（一因
變
一 :用
）
と
い
う
相
対
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
故
む
し
ろ
本
質
的
に
非
国
定
的
（義
理
無
定
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
結
局
、
目
下
抑
圧
の
極
に
達
し
た
と
さ
れ
る
臣
下
、
婦
人
に
対
す
る
差
別
道
徳
が
、
必
ず
し
も
絶
対
究
極
の
、
っ
ま
り
天
与
の
変
更
不
能
な
「義
理
」
の
範
型
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
か
〈
て
「-
時
君
世
主
、
政
刑
を
以
て
治
と
爲
し
、
均
し
く
自
ら
尊
大
に
し
て
、
以
て
其
の
私
に
便
す
」
（仁
智
;l9
）と
い
い
、
ま
た
「今
天
下
の
乱
る
所
以
の
者
は
、
豈
に
君
上
欲
を
縱
い
ま
ま
に
す
る
に
あ
ら
ず
や
」（人
我
爾
）と
い
う
ょ
う
に
、
権
力
を
笠
に
着
た
君
主
の
私
欲
追
求
が
民
乱
の
誘
因
と
捉
え
ら
れ
、
民
生
保
全
に
対
す
る
責
務
の
履
行
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
終
に
、
物
の
理
、
抑
え
る
こ
と
の
甚
し
き
者
は
、
必
ず
伸
び
ん
。
吾
調
う
、
百
年
の
後
に
必
ず
三
者
を
變
ぜ
ん
。
君
専
な
ら
ず
、
臣
卑
し
か
ら
ず
、
男
女
輕
重
同
じ
、
良
賤
齊
一
な
り
、
と
。
鳴
呼
、
是
れ
佛
氏
平
等
の
學
。
（人
我
篤
）
（1
）
と
い
う
よ
う
に
、
物
の
道
理
と
し
て
、
抑
圧
機
能
の
著
し
い
=
一
細
的
秩
序
規
範
の
未
来
に
お
け
る
変
更
可
能
性
が
、
君
民
一
体
的
方
向
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
、
平
等
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
に
至
る
。
即
ち
、
人
「理
」形
成
の
可
能
的
根
拠
に
保
証
を
与
え
ら
れ
た
康
有
為
は
、
更
に
「義
理
」
の
本
質
を
な
す
上
下
の
支
配
関
係
と
本
来
的
な
人
為
的
相
対
性
と
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
く
に
君
主
の
私
欲
追
求
を
戒
め
っ
っ
、
三
綱
的
秩
序
規
範
自
体
の
変
更
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。こ
こ
に
西
洋
近
代
自
然
科
学
を
要
付
け
と
し
た
康
有
為
の
画
期
的
新
し
さ
、即
- 4 -
ち
伝
統
的
秩
序
原
理
転
換
の
明
芽
的
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
（l
）
康
は
、
「父
子
之
親
、
天
性
也
」
（間
開
篇
）
と
す
る
よ
う
に
、
そ
の
血
緑
的
紐
帶
（天
倫
之
大
）
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
批
判
対
象
と
す
る
「義
理
」の
範
時
か
ら
、
父
子
関
係
を
除
外
し
て
い
る
。
．
一〔一聖
人
と
こ
ろ
が
、
む
し
ろ
と
く
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
o
-
天
地
の
氣
、
庶
物
に
存
し
、
人
は
能
く
物
の
美
な
る
者
を
採
り
て
之
れ
を
服
食
す
、
始
め
は
尚
お
愚
な
る
や
同
じ
、
一
二
の
聖
人
少
し
く
其
の
靈
明
を
補
い
て
智
生
ず
。萬
億
人
の
腦
を
合
し
て
智
日
に
生
ず
、億
萬
世
の
人
の
腦
を
合
し
て
智
日
に
益
々
い
二
・a
生
ず
、
是
に
於
て
理
出
ず
。
若
し
夫
れ
今
人
野
番
に
於
ら
ば
、
其
の
愚
爲
る
も
、
亦
た
禽
獸
と
幾
何
も
無
し
、
智
と
雖
も
且
つ
言
う
能
わ
ず
、
而
る
を
何
か
萬
物
に
有
ら
ん
や
。
故
に
理
と
は
諸
聖
人
の
積
爲
す
る
所
な
り
。
（理
氣
爲
）
o
聖
人
は
知
有
る
を
以
て
哀
體
生
ず
、
知
有
る
を
以
て
哀
一體
節
す
。
（愛
悪
-商
）
な
ど
と
あ
る
如
く
、
康
が
、
「智
之
極
」（愛
悪
篇
）と
し
て
智
1
脳
の
隔
絶
性
を
強
調
す
る
「聖
人
」の
作
為
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
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人
理
即
ち
政
教
礼
義
等
々
の
節
度
が
形
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
康
の
「聖
人
」観
は
、
そ
の
「理
」
観
と
い
か
な
る
意
味
で
結
び
っ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
述
ぺ
る
二
三
の
観
点
か
ら
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
い
。
〇
欲
望
観
及
び
民
衆
観
康
の
聖
人
観
は
、
お
さ
聖
人
は
、
欲
の
天
に
本
づ
く
を
知
る
な
り
、．
故
に
宮
室
、
衣
服
、
禮
樂
、
妻
妾
、
器
物
を
爲
り
て
以
て
之
れ
を
事
む
。
又
た
其
の
人
に
縱
い
ま
ま
に
せ
ら
る
る
を
慮
る
な
り
、
故
に
之
れ
が
制
度
品
節
、
訓
～
一識
一
砥
礪
を
爲
し
て
以
て
之
れ
を
東
ぬ
。
（人
我
府
）
と
示
さ
れ
る
一
文
に
よ
っ
て
集
約
さ
れ
る
が
、
こ
の
認
識
の
根
底
に
は
、
先
述
し
た
欲
望
観
、
及
び
そ
れ
と
深
く
結
び
っ
い
た
民
衆
観
と
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
康
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
欲
望
を
生
存
欲
と
し
て
不
可
欠
視
し
、
禁
絶
不
能
と
し
て
い
た
が
、
反
面
に
お
い
て
そ
の
放
縦
性
を
不
可
避
と
み
な
し
、
例
え
ば
「夫
人
類
之
始
-
有
欲
而
有
争
:
:
:
以
張
陵
弱
:
:
:
」（性
學
-l9
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
自
然
状
態
に
お
け
る
際
限
の
な
い
個
々
の
欲
望
と
欲
望
と
の
衝
突
、
即
ち
争
奪
、
乱
の
発
生
を
必
然
視
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
う
し
た
欲
望
観
が
、
た
-l
o
惟
だ
衆
人
形
質
の
爲
に
す
れ
ば
、
則
ち
欲
有
り
、
斯
れ
も
亦
た
天
の
予
う
る
所
、
禁
ず
可
き
無
き
な
り
。
（人
我
一
蘭
）
-t
・-
o
我
の
形
質
の
爲
に
す
る
者
は
、
民
爲
る
に
宜
し
き
者
な
り
。
（同
右
）
と
あ
る
よ
う
に
、
生
存
欲
の
充
足
（形
資
・
欲
）、
自
己
保
存
（爲
我
）
を
民
・
衆
人
の
基
本
的
属
性
と
み
な
す
民
衆
観
と
連
動
し
て
6 -
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
聖
人
は
、
上
か
ら
の
配
慮
と
し
て
の
礼
（教
）、
更
に
は
強
制
力
を
伴
う
（政
）刑
に
よ
り
、
民
の
欲
望
の
放
恣
を
束
縛
し
、
そ
の
全
体
的
調
和
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
秩
序
を
形
成
維
持
す
る
が
（人
我
一
爲
）、
そ
れ
は
民
の
作
為
と
し
て
の
「人
道
」
で
は
な
く
、
超
越
的
聖
人
の
作
為
に
な
る
、
正
に
「聖
人
之
道
」（濕
熱
一一一）
な
の
で
あ
っ
た
。
畢
竟
す
る
と
こ
ろ
、
聖
人
…
-
而
し
て
一禮
を
爲
り
て
以
て
之
れ
を
束
ね
、
樂
を
爲
り
て
以
て
之
れ
を
樂
し
ま
せ
、
人
を
善
を
爲
す
の
途
に
開
き
、
天
下
の
民
を
し
て
鼓
舞
-lif
発
し
て
自
ら
知
ら
ざ
ら
使
む
。
故
に
日
わ
〈
、
民
は
之
れ
に
由
ら
使
む
可
く
、
之
れ
を
知
ら
使
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
（「論
語
」
泰
伯
）
と
。
（間
開
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
民
は
「人
理
」形
成
に
参
与
し
う
る
主
体
的
能
動
性
、
即
ち
自
律
的
秩
序
形
成
能
力
を
本
来
欠
如
し
た
欲
望
的
自
然
的
存
在
、
配
慮
さ
る
べ
き
政
治
の
客
体
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
故
に
、
秩
序
規
範
の
絶
対
的
作
為
者
は
、
「智
之
極
」た
る
聖
人
以
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
康
の
い
う
理
1
人
理
形
成
と
は
、
民
一
人
一
人
の
智
1
脳
、
即
ち
個
々
の
人
間
理
性
、
主
体
的
意
志
に
よ
る
秩
序
の
形
成
・
改
廃
を
意
味
す
る
所
謂
る
社
会
契
約
的
理
念
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
え
ょ
う
。
即
ち
、
欲
望
を
生
命
的
発
露
と
し
て
大
胆
に
肯
定
し
、
そ
の
「天
欲
」充
足
を
ょ
り
積
極
的
に
遂
げ
る
ぺ
く
、
伝
統
的
秩
序
原
理
・
支
配
体
制
の
弊
害
に
も
注
日
し
、
時
勢
の
変
化
に
適
合
し
た
新
た
な
「人
理
」=
秩
序
形
成
を
志
向
す
る
が
、
そ
の
際
、
康
は
む
し
ろ
聖
人
I
礼
楽
政
刑
を
民
の
欲
望
を
規
制
す
る
不
可
欠
の
外
在
的
規
範
と
す
る
古
い
秩
序
形
成
観
に
立
ち
っ
っ
、
聖
人
を
変
革
の
絶
対
的
主
体
と
し
て
、
そ
の
作
為
=
礼
楽
政
刑
を
変
革
の
手
段
と
し
て
明
瞭
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
康
の
康
有
為
「康
子
内
外
篇
」
の
思
想
史
的
意
義
63
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（b
）仁
1
不
忍
人
之
心
康
は
、
政
治
本
来
の
課
題
と
し
て
、
物
質
生
活
の
充
足
（衣
食
足
-
厚
生
）
と
道
徳
倫
理
の
確
立
（知
禮
節
-
正
德
）
、
即
ち
、
「富
数
之
策
」
を
あ
げ
た
の
ち
、一一-'か
王
覇
の
辨
、其
の
心
に
辨
つ
の
み
。
其
の
心
民
の
爲
に
す
る
に
鹿
鹿
た
り
、
而
し
て
之
れ
を
導
〈
に
富
一銀
を
以
て
す
る
者
は
、
王
道
な
り
。
其
の
心
私
の
爲
に
す
る
に
規
規
た
り
、
而
し
て
之
れ
を
導
く
に
富
張
を
以
て
す
る
者
は
、
覇
術
な
り
。
（間
開
篇
）
と
述
べ
、
王
道
と
覇
術
が
、
富
強
を
手
段
と
す
る
点
で
は
共
通
し
な
が
ら
、
「爲
民
」か
「爲
私
」か
と
い
う
日
的
に
お
い
て
分
岐
東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
聖
人
1
礼
楽
政
刑
の
枠
組
に
依
存
す
る
古
さ
と
、
同
時
に
こ
の
古
い
構
造
を
利
用
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
「天
欲
」
充
足
を
図
る
べ
く
、
伝
統
的
秩
序
を
変
革
し
よ
り
適
宜
な
「人
理
」形
成
を
志
向
す
る
新
し
さ
と
が
交
錯
す
る
。
そ
し
て
西
洋
自
然
科
学
は
、
智
l
脳
の
機
能
と
進
化
の
解
明
を
通
し
て
、
「天
理
」か
ら
「人
理
」へ
の
転
換
、
即
ち
聖
人
の
作
為
1
制
度
の
変
革
を
正
当
化
す
る
有
力
な
論
拠
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
康
の
聖
人
1
民
衆
観
は
、
そ
の
思
考
の
基
軸
を
な
す
人
理
-
天
欲
観
と
対
応
し
、
聖
人
が
天
欲
充
足
、
人
理
形
成
の
絶
対
的
主
体
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
専
制
君
主
か
ら
絶
対
君
主
制
へ
の
移
行
を
基
調
と
し
、
そ
の
中
に
立
一選
君
主
制
へ
の
志
向
を
も
含
む
康
の
後
年
の
変
法
思
想
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
言
え
ょ
う
（後
述
）。
さ
て
、
こ
う
し
た
聖
人
-
民
衆
観
は
、
康
の
思
考
の
一
方
の
基
軸
で
あ
る
智
1
仁
に
関
す
る
解
釈
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
- 8 -
64
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
結
局
そ
れ
を
選
び
と
る
君
主
の
「心
」を
問
題
と
す
る
。
更
に
、
〇
-
人
に
忍
び
ざ
る
の
．
'
、一一を
以
て
、
人
に
忍
び
ざ
る
の
政
を
行
う
、
堯
禹
の
・ :'一と雖
も
是
れ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
（因
開
爲
）
〇
人
は
君
爲
る
に
樂
し
み
無
し
、
惟
だ
に
無
欲
に
し
て
民
を
愛
す
る
の
心
を
有
す
る
者
な
れ
ば
な
り
。
（人
我
篇
）
o
聖
人
兼
愛
の
心
、
是
に
於
て
極
ま
る
。
（同
右
）
と
い
う
時
、
こ
こ
に
理
念
型
と
し
て
強
調
さ
れ
る
「心
」は
、
「不
忍
人
」「兼
愛
」
「愛
民
」等
々
と
形
容
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
l
君
主
の
民
に
対
す
る
愛
を
意
味
し
て
い
る
、
と
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
王
道
1
爲
民
の
起
点
と
さ
れ
る
聖
人
1
君
主
の
「心
」
的
覚
醒
1
仁
・
不
忍
人
之
心
1
が
、
い
か
な
る
論
理
の
下
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
一
l
9
、
一
さ
て
一
人
の
本
然
に
就
き
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
智
は
其
の
體
、
仁
は
其
の
用
な
り
。
（仁
智
篇
）
と
い
わ
れ
る
が
、
智
だ
け
が
「萬
理
」を
生
，し
、
そ
れ
を
根
拠
に
「仁
義
禮
信
」も
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
本
来
自
然
か
ら
い
え
ば
智
は
基
体
で
あ
り
、
仁
は
そ
の
発
現
作
用
の
一
部
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
注
意
す
ぺ
き
は
o
人
人
の
當
然
に
就
き
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
仁
は
其
の
體
、
智
は
其
の
用
な
り
。
（仁
智
一
爲
）
o
人
道
は
智
を
以
て
導
き
と
爲
し
、
仁
を
以
て
歸
と
爲
す
。
故
に
人
は
宜
し
く
仁
を
以
て
主
と
爲
し
、
智
は
以
て
之
れ
を
輔
く
べ
5
し
。
（同
右
）
6
康
有
為
「康
子
内
外
篇
」
の
思
想
史
的
意
義
東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
o
仁
智
は
、
定
有
る
者
な
り
。
（義
一-la
信
、
無
定
者
也
）
（同
右
）
と
あ
る
ょ
う
に
、
人
間
道
徳
、
当
為
実
践
の
レ
ぺ
ル
で
は
、
智
-
脳
が
導
き
で
あ
っ
て
「仁
を
成
す
」実
践
こ
そ
が
帰
結
、
目
的
と
さ
れ
、
本
然
と
当
然
と
に
お
い
て
智
と
仁
が
主
客
を
入
れ
か
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
小
論
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
-ll
に
、
康
は
個
物
に
と
っ
て
の
適
・
不
適
、
即
ち
「愛
惡
」
を
属
性
形
成
の
根
本
的
契
機
と
み
な
す
、
生
理
的
感
覚
的
観
点
に
立
つ
て
お
り
、
仁
義
は
愛
悪
と
対
を
な
し
て
情
の
内
容
を
構
成
し
、
感
覚
、
感
情
な
ど
心
身
作
用
の
自
然
的
発
現
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
無
記
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
・;
a
夫
れ
仁
の
愛
に
與
け
る
、
義
の
悪
に
與
け
る
、
何
の
異
な
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
今
の
所
謂
る
仁
義
な
る
者
は
、
人
事
を
-lif
0
，
-l・
み
て
之
れ
を
爲
す
、
差
習
に
近
し
、
而
し
て
所
調
る
性
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（愛
悪
病
）
，
と
い
う
ょ
う
に
、
通
常
一
般
に
お
い
て
先
天
的
な
道
徳
本
性
と
認
識
さ
れ
て
い
る
「仁
義
」
を
、
後
天
的
な
人
為
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。
更
に
、
・
o
物
の
質
、
相
生
の
性
有
り
、
人
に
在
り
て
は
則
ち
仁
と
日
う
-
…
。
（理
氣
-l9
）
o
人
は
濕
熱
の
氣
を
得
て
、上
其
の
腦
を
養
い
、
下
其
の
心
を
養
う
。
濕
な
れ
ば
則
ち
仁
愛
生
ず
、
熱
な
れ
ば
則
ち
智
勇
出
ず
。（濕
熱
爲
）
と
い
い
、
ま
た
「及
同
類
者
、
仁
也
」（理
學
菌
）、
「-
兼
愛
者
、
仁
之
極
也
」（人
我
一爲
）な
ど
と
い
う
時
、
当
為
実
践
レ
ベ
ル
で
目
的
化
さ
れ
た
「仁
」
の
内
実
が
、
同
類
た
る
人
類
を
愛
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
道
徳
要
素
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
10 -
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
「仁
者
、
天
地
凡
人
類
之
同
也
」（仁
智
一
爾
）と
あ
る
よ
う
に
、
仁
-
同
類
へ
の
愛
が
、
万
物
一
体
的
観
点
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
「我
に
血
氣
有
り
、
是
に
于
て
覺
知
有
り
、而
し
て
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
有
り
」（不
一一0一一）、「血
氣
相
通
じ
、
痛
癌
相
知
る
」（覺
識
爾
）
、
「無
如
不
忍
人
之
氣
、
有
不
忍
人
之
欲
-
:
・
」（不
忍
一一a-）な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
究
極
の
構
成
要
素
と
し
て
万
物
に
共
通
し
共
有
さ
れ
る
気
を
根
拠
に
、
字
宙
生
命
と
自
己
の
生
々
と
の
本
来
的
一
体
性
を
覚
醒
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
他
の
痛
み
を
己
の
痛
み
と
し
て
「覺
知
」し
、
人
の
痛
み
を
坐
視
し
得
ず
に
そ
の
救
済
を
志
す
「不
忍
人
之
心
」=
仁
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「學
」-
通
常
の
認
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
狭
一一な
固
定
概
念
を
打
破
す
る
1
を
通
し
て
、
「覺
識
」の
対
象
範
囲
を
一
身
か
ら
一
家
、
郷
族
、
邦
邑
、
天
下
へ
と
拡
大
し
、
そ
の
仁
1
不
忍
人
之
心
を
一
身
か
ら
天
下
全
体
へ
と
推
し
広
め
る
こ
と
1
兼
愛
-
が
求
め
ら
れ
る
が
（「-
…
吾
以
天
天
爲
家
、以
地
地
爲
身
、以
人
類
爲
吾
百
體
、吾
愛
之
周
之
-
」
（覺
識
篇
）
と
は
、
そ
の
究
極
の
境
地
で
あ
ろ
う
）、
同
時
に
仁
は
、
衣
食
に
も
こ
と
か
く
「窮
民
」の
惨
状
を
も
た
ら
し
た
「民
の
上
爲
る
者
の
過
ち
」1
民
生
放
菜
の
責
任
を
追
求
し
、
そ
の
保
全
を
迫
る
根
拠
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
仁
1
不
忍
人
之
心
と
は
、
気
1
万
物
一
体
観
を
根
拠
に
、
同
類
の
痛
み
を
覚
知
し
、
民
生
の
困
第
を
救
済
す
る
と
い
う
社
会
的
実
践
的
契
機
に
本
来
貢
か
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
気
1
智
1
脳
が
聖
人
の
作
為
に
よ
る
「人
理
」
形
成
を
基
礎
づ
け
た
の
に
対
し
、
気
-
仁
1
心
は
、
こ
の
智
1
理
を
手
段
と
し
、
「天
欲
」充
足
=
民
生
保
全
つ
ま
り
王
道
の
実
現
を
究
極
康
有
為
「康
子
内
外
篇
」
の
思
想
史
的
意
義
67
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ら
れ
る
。
か
く
て
、
o
荀
子
日
わ
く
、
人
主
は
、
仁
心
を
ば
設
く
べ
し
。
智
は
そ
の
役
な
り
、
（g
轉
」大
）と
。
（仁
智
爲
）
．
o
兼
愛
と
は
、
君
爲
る
者
に
宜
し
き
な
り
。（人
我
爲
）
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
っ
ま
り
人
理
の
絶
対
的
作
為
者
で
あ
る
君
主
の
「心
」
情
を
唯
一
の
対
象
と
し
て
、
理
を
為
民
-
王
道
の
方
向
に
お
い
て
形
成
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
可
能
的
根
拠
で
あ
る
仁
1
心
=
兼
愛
へ
の
覚
醒
を
促
す
の
で
あ
る
。
結
局
、
君
主
の
為
私
・
縦
欲
を
批
判
し
、
ま
た
、
o
中
国
の
聖
人
は
義
を
以
て
仁
を
率
い
る
。
（人
我
篇
）
〇
聖
人
の
言
、
必
ず
し
も
義
理
の
至
り
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（勢
-ii
-l9
）
と
も
い
い
な
が
ら
、
一
転
し
て
、
天
倫
の
大
、
身
命
の
重
す
ら
、
猶
お
虚
言
を
以
て
之
れ
を
易
う
可
し
。
況
ん
や
政
事
を
以
て
民
を
束
ね
、
而
し
て
禮
樂
も
て
之
れ
を
潤
色
す
る
に
、
焉
く
ん
ぞ
求
め
て
可
な
ら
ず
ゃ
。
匹
夫
の
倡
論
す
ら
猶
お
能
く
風
俗
を
易
う
、
況
ん
や
天
子
の
尊
、
獨
任
の
權
-
。
故
に
今
日
地
球
各
國
の
中
に
居
り
て
、
惟
だ
中
國
の
勢
い
の
み
獨
り
之
れ
を
能
く
す
る
は
、
其
の
地
の
大
な
る
を
- l 2 -
東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
の
目
的
と
す
る
も
の
で
、
畢
竟
、
君
主
に
対
し
て
要
請
さ
る
べ
き
治
者
の
道
徳
1
治
術
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
以
上
、
気
の
哲
学
は
、
「天
欲
」の
積
極
的
充
足
を
究
極
の
日
的
と
し
て
、
そ
れ
に
適
合
的
な
「人
理
」形
成
を
図
る
べ
く
、
聖
人
1
礼
楽
政
刑
を
手
段
化
し
た
点
で
、
画
期
的
段
階
を
迎
え
た
が
、
一
方
で
聖
人
1
君
主
の
民
生
保
全
=
王
道
に
対
す
る
「心
」的
覚
醒
が
焦
点
化
し
た
。
こ
こ
に
気
-
万
物
一
体
観
に
基
づ
く
大
同
意
識
の
萌
芽
的
形
成
を
通
じ
、
道
徳
要
素
と
し
て
の
仁
1
心
が
導
入
さ
れ
、
聖
人
-
君
主
の
礼
楽
政
刑
の
日
的
を
、
上
下
秩
序
の
絶
対
化
（義
理
・
爲
私
1
覇
道
）
か
ら
民
生
保
全
（仁
・
爲
民
I
王
道
）
へ
と
転
換
す
る
可
能
的
根
拠
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
康
の
画
期
的
新
し
さ
は
、
西
学
を
背
景
と
す
る
「気
」
の
哲
学
（智
1
脳
）
と
「心
」
の
哲
学
（仁
1
心
）
と
を
結
合
し
、
伝
統
秩
序
変
革
の
正
当
化
根
拠
（天
欲
人
理
1
兼
愛
）
と
そ
の
主
体
（聖
人
）
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「義
理
」の
学
（天
理
人
欲
-
私
）=
祖
法
墨
守
の
守
旧
派
に
対
抗
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。し
か
し
、こ
の
新
た
な
秩
序
原
理
を
支
え
た
基
底
意
識
は
、
古
い
経
世
済
民
意
識
で
あ
っ
て
、
聖
人
-
礼
楽
政
刑
に
よ
る
上
か
ら
の
秩
序
形
成
と
聖
人
の
慈
悲
1
不
忍
人
之
心
に
よ
る
民
衆
救
済
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
康
有
為
「康
子
内
外
篇
」
の
思
想
史
的
意
義
- l 3
以
て
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
-
-
其
の
君
權
の
獨
り
尊
き
を
以
て
な
り
。
（関
開
篇
）
と
い
う
。
理
念
と
し
て
君
主
の
「私
」
欲
追
求
を
批
判
し
、
現
実
に
王
道
の
実
現
を
図
る
唯
一
絶
対
の
手
段
と
し
て
君
主
の
独
任
独
尊
の
絶
大
な
権
力
を
礼
設
し
、
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。
東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
70
お
わ
り
に
小
論
冒
頭
で
第
一
上
書
を
中
心
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
康
は
内
憂
外
患
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
布
衣
上
密
に
踏
み
切
り
、
救
国
l
富
強
の
実
現
を
図
る
べ
く
変
法
を
提
言
し
、
そ
の
主
体
と
す
る
聖
心
の
覚
醒
を
変
法
の
根
本
的
契
機
と
み
な
し
た
が
、
根
底
に
は
万
物
一
体
観
に
基
づ
〈
経
世
済
民
意
識
の
嘖
出
が
あ
っ
た
。
本
論
に
お
い
て
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
「康
子
内
外
篇
』
を
分
析
し
た
結
果
、
康
は
、
気
-
万
物
一
体
観
に
根
拠
し
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
統
秩
序
の
変
更
を
合
理
化
し
、
そ
の
主
体
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
も
聖
人
-
君
主
の
仁
I
心
に
対
す
る
覚
醒
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
第
一
上
書
と
内
外
篇
は
、
思
考
の
基
軸
に
お
い
て
基
本
的
に
一
致
し
て
お
り
、
内
外
篇
は
第
一
上
書
に
や
や
先
駆
す
る
か
た
ち
で
、
同
上
書
の
提
言
す
る
変
法
と
聖
心
の
覚
醒
、
っ
ま
り
は
救
国
1
富
強
の
実
現
に
よ
る
天
下
万
民
の
生
々
の
保
全
を
、
聖
人
観
・
伝
統
秩
序
観
の
転
換
を
通
し
て
、
思
想
的
に
要
付
け
て
い
た
、
と
い
え
ょ
う
。
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そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
康
の
初
期
思
想
形
成
に
お
け
る
特
質
は
、そ
の
後
の
思
想
形
成
に
お
い
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
即
ち
、
「人
理
」と
く
に
君
臣
関
係
に
っ
い
て
は
、
君
民
同
体
が
明
確
に
主
張
さ
れ
（公
車
上
書
・
一
八
九
五
年
）、
議
院
開
設
（第
四
上
一M
-
）
、
制
度
局
開
設
（第
六
上
書
）
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
立
題
君
主
制
、
議
会
制
へ
の
志
向
が
強
ま
る
。
ま
た
「天
欲
」即
ち
民
生
の
経
済
的
充
足
に
関
し
て
は
、
富
国
・
養
民
が
変
法
の
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
、
と
く
に
民
間
の
商
工
業
の
育
成
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
（公
車
上
一一一）、
大
官
僚
層
主
導
の
洋
務
経
営
に
対
し
、
下
層
官
僚
・
郷
紳
層
を
主
体
と
す
る
下
か
ら
の
資
本
主
義
化
へ
の
志
向
が
明
ら
か
と
な
る
。
同
時
に
こ
う
し
た
資
本
主
義
化
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
自
然
科
学
を
中
心
と
す
る
西
学
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
導
入
に
よ
る
有
用
な
人
材
の
育
成
=
民
「智
」
の
啓
:
-一取
開
発
が
緊
要
視
さ
れ
る
。
更
に
は
、
非
実
用
的
で
民
智
を
閉
塞
し
た
元
図
（m
患
民
之
術
）
と
し
て
科
挙
・
八
股
1
程
朱
理
学
を
公
定
解
釈
義
と
す
る
1
の
廃
止
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
実
用
的
専
門
教
育
に
止
ま
ら
ぬ
国
民
教
育
が
志
向
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一一一-
・1
し
か
し
、
こ
う
し
た
段
階
に
至
つ
て
も
、
「願
わ
く
ば
皇
上
、
俄
國
大
彼
得
の
心
を
以
て
心
法
と
爲
し
、
日
本
明
治
の
政
を
以
て
政
法
と
爲
さ
れ
ん
の
み
」（第
五
上
書
・
一
八
九
八
年
）と
い
い
、
「君
權
を
以
て
法
を
變
ず
」（第
七
上
-li
）と
あ
る
よ
う
に
、
「全
変
」を
め
ざ
す
変
法
運
動
の
究
極
の
起
点
は
、
君
主
=
光
緒
帝
の
「心
」に
お
か
れ
、
一一
買
し
て
上
か
ら
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
総
じ
て
工
業
化
に
よ
る
富
強
の
実
現
、
そ
れ
に
必
要
な
国
民
教
育
の
普
及
と
立
慧
議
会
制
の
確
立
等
、
救
国
-
富
強
（天
欲
）
1
変
法
（人
理
）
を
課
題
と
す
る
資
本
主
義
的
改
革
が
、
聖
人
1
君
主
の
絶
対
的
主
導
性
の
下
で
追
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
康
は
、
気
の
哲
学
に
基
づ
い
て
万
物
一
体
観
を
徹
底
さ
せ
、
生
々
論
か
ら
大
同
説
の
基
盤
を
形
成
し
、
ま
た
今
文
経
学
の
立
場
に
立
ち
、公
羊
三
世
説
、礼
記
礼
運
一爲
に
準
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
制
創
教
の
主
体
と
し
て
の
孔
子
像
を
鮮
明
に
し
、
大
同
社
会
に
到
る
社
会
進
化
の
普
遍
的
指
針
、人
類
史
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
、こ
こ
に
孔
子
教
の
理
論
体
系
を
完
成
さ
せ
る
。
主
著
「大
同
書
」
に
集
成
さ
れ
る
大
同
世
界
と
は
、
礼
楽
を
必
要
と
し
た
、
争
乱
発
生
の
根
拠
で
あ
る
「私
」-
物
の
個
別
性
が
康
有
為
「康
子
内
外
篇
」
の
思
想
史
的
意
義
71
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こ
う
み
て
く
る
と
、
公
羊
学
の
影
響
を
受
け
る
以
前
に
位
置
す
る
本
書
「康
子
内
外
篇
』
は
、
確
か
に
三
世
進
化
に
基
づ
く
大
同
社
会
実
現
の
た
め
の
体
系
的
理
論
構
成
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
の
、
変
法
論
の
嚆
矢
で
あ
る
第
一
上
書
（一
八
八
八
年
）
は
も
と
よ
り
、
ほ
ぼ
十
年
を
隔
て
た
公
車
上
書
（一
八
九
五
年
）
、
及
び
そ
れ
以
後
の
変
法
論
に
示
さ
れ
る
基
本
的
課
題
を
、
哲
学
的
思
想
的
に
ほ
ぼ
先
取
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
外
篇
は
、
変
革
観
の
基
軸
、
っ
ま
り
後
年
の
思
想
的
開
花
結
実
を
予
測
さ
せ
る
思
想
の
核
（気
・
智
・
仁
・
不
忍
人
之
心
・
聖
人
・
天
欲
・
人
理
な
ど
）
を
、
既
に
明
瞭
に
結
ん
で
い
る
点
で
、
康
の
変
法
思
想
の
原
像
で
あ
り
淵
源
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
即
ち
本
書
は
、
変
法
運
動
最
大
の
思
想
家
で
あ
る
康
有
為
の
、
青
春
十
年
の
模
索
を
へ
て
辿
り
着
い
た
本
格
的
思
想
活
動
を
告
げ
る
最
初
期
の
書
と
し
て
、
同
時
に
戊
成
変
法
連
動
を
支
え
る
べ
き
変
革
の
基
本
的
理
念
を
提
示
し
た
最
初
期
に
属
す
る
文
献
の
一
っ
と
し
て
、記
念
さ
れ
て
よ
い
。
譚
嗣
同
「仁
學
」
（一
八
九
六
年
成
一m-
）、
及
び
厳
復
「論
世
變
之
亟
」
「開
韓
」（一
八
九
五
年
）等
の
初
期
四
論
著
に
先
立
つ
こ
と
大
約
十
年
、清
仏
戦
争
敗
北
の
衝
撃
を
背
景
に
、聖
人
1
礼
楽
を
手
段
化
し
、
下
か
ら
の
工
業
化
へ
の
意
欲
を
投
影
し
、
そ
れ
に
必
要
な
伝
統
的
秩
序
原
理
転
換
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
そ
の
画
期
的
先
駆
性
は
、
正
に
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
聖
人
を
秩
序
・
救
済
の
主
体
と
し
、
そ
の
聖
心
の
覚
醒
を
自
己
の
實
務
と
す
る
古
い
士
人
的
意
識
は
、
康
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東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
根
絶
さ
れ
た
世
界
、
即
ち
聖
人
教
主
の
配
慮
に
よ
っ
て
救
済
完
成
さ
れ
る
、
公
の
実
現
さ
れ
、
欲
望
の
完
全
に
充
足
さ
れ
た
、
衆
生
平
等
、
極
楽
太
平
の
世
界
（至
平
・
至
公
・
至
仁
=
治
之
至
）
で
あ
っ
た
。
72
の
思
惟
構
造
に
本
質
的
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
民
を
自
覚
的
主
体
に
転
化
せ
し
め
る
契
機
を
欠
く
が
故
に
、
や
が
て
歴
史
の
進
展
の
中
で
、
民
の
自
立
を
課
題
と
す
る
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
克
服
さ
る
べ
き
歴
史
的
思
想
的
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
（補
注
参
照
）。
［補
注
］
最
後
に
小
論
の
意
味
と
今
後
の
課
題
に
っ
き
ふ
れ
て
お
く
。
小
論
は
、
康
の
初
期
思
想
形
成
を
示
す
「康
子
内
外
篇
」を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
康
の
思
想
形
成
に
お
け
る
原
初
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
初
期
変
法
論
を
支
え
た
伝
統
的
秩
序
原
理
転
換
の
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
分
析
の
過
程
で
、
「天
欲
人
理
」の
画
期
的
主
張
を
見
出
し
、
そ
の
主
張
（人
理
）
を
支
え
た
西
学
受
容
の
事
例
（智
1
脳
）
を
個
別
具
体
的
に
追
跡
す
る
こ
と
が
主
な
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
試
み
の
結
果
、
康
の
自
然
観
形
成
に
お
い
て
西
洋
自
然
科
学
の
強
い
影
響
を
予
測
し
た
李
沢
厚
氏
（「康
有
為
思
想
研
究
」
「中
国
近
代
思
想
史
論
』
人
民
出
版
社
・
一
九
八
二
年
所
収
）
の
視
角
を
具
体
的
に
補
い
、
ま
た
康
が
変
法
の
絶
対
的
主
体
と
し
て
の
聖
人
概
念
を
提
起
し
た
こ
と
に
、
秩
序
形
成
に
お
け
る
自
然
か
ら
作
為
へ
の
転
換
の
意
義
を
認
め
た
野
村
浩
一
氏
（「清
末
公
羊
學
派
の
形
成
と
康
有
爲
學
の
歴
史
的
意
義
」「近
代
中
國
の
政
治
と
思
想
」
筑
摩
一M-一E-房
・
一
九
六
四
年
所
収
）の
視
角
を
、
具
体
的
に
要
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
、と
言
え
ょ
う
。
し
か
し
間
題
は
、
既
に
度
々
ふ
れ
た
ょ
う
に
、
康
の
画
期
的
主
張
を
支
え
た
基
底
意
識
で
あ
る
聖
人
1
礼
楽
に
依
拠
し
た
上
か
ら
の
秩
序
形
成
観
と
聖
人
・
教
主
の
慈
悲
に
よ
る
民
衆
救
済
観
を
い
か
に
評
価
す
る
か
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
今
後
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
康
の
思
惟
構
造
に
本
康
有
為
「康
子
内
外
一
面
」
の
思
想
史
的
意
義
- 17 -
73
〔
付
記
〕
小
論
は
、
筆
者
が
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
と
し
て
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
所
属
中
に
執
筆
し
た
革
穗
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
草
稿
作
成
中
、
当
時
指
導
教
官
で
あ
っ
た
同
前
研
究
所
近
藤
邦
康
教
授
に
重
ね
て
御
校
関
を
一田
開
つ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
ぉ
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
及
び
六
十
一
年
度
・
文
部
省
科
学
研
究
費
'
奨
励
研
究
一四
（特
別
研
究
員
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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東
北
学
院
大
学
論
集
一
般
教
育
第
九
十
号
質
的
な
聖
人
、
士
大
夫
的
経
世
意
識
が
、
康
自
ら
が
掲
げ
た
新
し
い
理
念
で
あ
る
天
欲
人
理
の
実
現
、
い
い
か
え
れ
ば
生
産
に
お
け
る
経
済
的
主
体
と
秩
序
形
成
に
お
け
る
政
治
的
主
体
の
創
出
-
と
く
に
後
者
の
民
一
人
一
人
の
理
智
、
自
覚
的
主
体
性
確
立
-
と
い
う
課
題
と
ど
の
よ
う
に
し
て
両
立
し
ま
た
対
抗
し
て
ゆ
く
の
か
を
、
そ
の
後
の
思
想
形
成
の
中
で
具
体
的
に
検
証
し
、
康
の
も
っ
た
可
能
性
（民
智
）と
限
界
（聖
人
）
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
戊
成
変
法
を
経
て
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
明
確
と
な
る
政
治
的
思
想
的
課
題
1
民
の
自
立
の
意
味
を
堀
り
下
げ
、
中
国
近
代
に
お
け
る
伝
統
的
秩
序
原
理
転
換
の
意
義
を
考
え
た
い
。
74
